
新型コロナウイルス感染症対応指針 

大阪市立鯰江小学校 

感染リスクの高い場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆学校での取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  体調不良児童への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

   児童が感染した場合               児童が感染症の濃厚接触者に特定された場合 

   出席停止 → 臨時休業      出席停止（２週間） 

換気の悪い密閉空間 人が密集しているところ 
近距離で会話や発声が 

行われるところ 

感染リスクを下げるための3原則 

１ 換気を励行する。可能であれば、２方向の窓を同時に開ける。 

２ 人が多く集まる場合は、互いの距離を１～２ｍ程度間隔をあける。 

３ 近い距離での会話や発声を避ける。 

① 各教室の換気を徹底する。 

② 健康観察を徹底する。（発熱・体のだるさ・せき・のどの痛み） 

③ 机の間隔をできるだけあける。 

④ 手洗いを徹底する。（必要に応じて消毒） 

検温 → 発熱あり 

 

〇 すぐに保護者に連絡（早退） 

〇 保健室で隔離 

 

検温 → 発熱なし 

 

〇 必要に応じて、保健室に隔離 

〇 検温、呼吸器症状等の経過観察により 

 早退の有無を判断 

〇 養護教諭不在の場合は、「発熱あり」と 

 同様の対応 

⑤ 使用箇所を消毒する。（トイレや教室のドア等） 


